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「おにぎりの日」ご協力のお願い 

 

 秋涼の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃

より本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて、本校では子どもたちが生涯にわたり、心身共に健康な生活を送ることができるよう、学校・

家庭・地域が連携した食育を推進しています。その一環として、学校での食育に加え、食事につい

て親子で共に考える機会として、学校と家庭が一体となって取り組む「おにぎりの日」を実施した

いと考えています。「おにぎりの日」の実施を通して、子どもたちの食への関心を高めるとともに、

食べ物や食に関わる人々への感謝の心を育んでいきたいと考えております。「弁当の日」について、

詳しくは裏面をご覧ください。お忙しいところ誠に恐縮ですが、子どもたちの生きる力につながる

食育の活動のため、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

記 

１．期日 

令和４年１１月５日（土）（全校４時間授業 １４：１５下校） 

 

２．趣旨 

① 親子で一緒に「おにぎり」を作ることで、事前・当日・事後にわたって、親子の会話が増

えることを期待する。 

② 「おにぎり」を自分で作ることによって、日頃お弁当や食事を作ってもらっている保護者

に対して、改めて感謝の気持ちを持つ機会となることを期待する。 

③ 料理を楽しむきっかけになることを期待する。 

 

３．内容 

④ １１月５日の朝、「おにぎり」を作って学校に持たせてください。 

＊お子様が事前に作るおにぎりを計画します。 

 お子様の「おにぎりの日」のプリントをご覧ください。 

Ｓコース：食材の調達（買い物）からおにぎり作り、後片付けまですべて一人で行う。 

Ａコース：おにぎりを一人で作る。 

Ｂコース：おにぎりを家族と一緒に作る。 

Ｃコース：家族に作ってもらったおにぎりを 自分でお弁当箱につめる。 

Ｄコース：作ってもらったおにぎりを全部食べて、お弁当箱を洗う。作ってくれた人に感謝を伝える。 

「ありがとう」「ごちそうさま」 

 

保護者さんの見守りの中、子どもだけで作ってもかまいません。 

おにぎりづくりが難しい時は、容器につめるなど何かしら、おにぎりづくりに関われるよ

うに工夫していただけると幸いです。（衛生面には、十分ご留意ください。） 

⑤ この日は牛乳もありませんので、必ずお茶【水筒】もご用意ください。 

⑥ 当日の昼食は、「おにぎり」だけです。「おにぎり」の具に決まりはありません。 

量については、親子で話し合ってください。おかずはいりません。 

 

食中毒にご注意を！  
・調理の前は石けんで手を洗

いましょう。 

・おにぎりはラップを使ってにぎ

ると、より衛生的に作ることが

できます。 

・加熱するものは、しっかり火を

通しましょう。（菌の増殖を抑える

ために、冷ましてからお弁当箱に

つめましょう。） 

長子配布 



 

子供が作る「弁当の日」とは？ 

子供たちが献立を考え、買物や料理、片付けまでする「弁当の日」。2001 年当時小学校校長だった竹下和男さ

んが提唱し、香川県綾川町の小学校で始めました。2016 年末時点では 47 都道府県の小中高約 1800 校に広がっ

ています。 

「弁当の日」とは？ 

近年、料理ができないまま大人になってしまう人が増えています。小学校高学年になっても「ご飯の炊き方が分

からない」「包丁を持って料理したことがない」という子供が少なくありません。それは、保護者が台所に子供

を立たせていないからです。竹下和男さんが始めた「弁当の日」の対象は、家庭科の授業がある５、６年生でし

た。年５回ほど実施し、家庭科で「弁当の日」のおかずになるものを調理したり、栄養バランスなどについても

指導したそうです。弁当はすべて子供の力で作ります。自分で献立を考え、スーパーで食材を買い、調理して、

お弁当箱におかずを詰めるところまですべてです。「くれぐれも子供の弁当作りを手伝わないようにしてくださ

い」と竹下さんは保護者に伝えたそうです。子供たちが自分で作る体験をさせるためでした。 

子供たちに起きた変化 

「弁当の日」に反対意見も多かった中、スタートさせてみると子供たちに大きな変化がありました。 

まず、料理を毎日作ってくれているお母さんの大変さがよく分かったようです。子供たちが食事の準備や片づけ

をよく手伝うようになったという報告があります。自宅で簡単な料理をするようになり、時々家族に作ってくれ

るようになったという報告もあります。スーパーで食材やその値段に目が行くようになったとか、お弁当の食材

費を抑えるために代わりの食材を選んで工夫を始めた子供もいたそうです。給食の栄養バランスの良さにも気づ

き、その安さに感心する子供も出てきました。食材を作った人、運んだ人、調理した人のことを考えるようにな

ったという意見もあり、弁当を作ることが子供たちにとって素晴らしい食育となっていることがよく分かります。

自分で作ったお弁当は、ほとんど残す子はいなかったそうです。 

失敗しても繰り返しやらせよう 

保護者にとっては、子供にやらせるより親がやった方がずっと早いし楽なのです。それをぐっと我慢して見守る

のは大変なことでしょう。しかし、「子供には無理だから」「危ないから」とやらせないままでいたら、子供は

いつまでたっても料理を作れるようにはなりません。大学生になって親元を離れて、料理を作れないために苦労

する人はたくさんいます。スーパーで何がどのくらいの値段で手に入るのか全く知らない中で一人暮らしをスタ

ートし、自炊のするのは大変なことです。子供が自立するためにも、自分で料理が作れるように教えていきまし

ょう。最初はハラハラドキドキして見ていられないかもしれませんが、失敗した数だけ、きっと料理の腕は上達

します。日常の生活の中で機会を見つけて自然に教えていくのがコツです。子供が「私もやりたい！」と言って

きたら、「忙しいから」とか「危ないから」とか言わずに是非一緒にやりましょう。手間や時間はかかりますが、

やった分だけ子供は上達します。そのうち、親が困ったときに簡単な料理を作ってくれるようになるかもしれま

せん。料理を作る楽しさが、生きる力に繋がります。是非、親子で楽しんで料理する機会を作って下さい。         

【参考文献】※『“弁当の日”がやってきた』（シリーズ 子どもの時間３）竹下和男、2003 年 9 月 15 日、自然食通信 

 


